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 経常収益は、前年同期対比１１億円減少の２２２億円となりました。

○ 投資信託、保険等の販売手数料など役務取引等収益が増加

○ 貸出金利回りの低下を主因として資金運用収益が減少

○ 与信費用の増加により貸倒引当金の戻入益が減少

○ 国債等債券売却益が減少

 経常費用は、前年同期対比２億円減少の１６８億円となりました。

○ 国債等債券償還損が減少

○ 人件費などの経費が減少

 経常利益は、前年同期対比８億円（１４．０％）減少の５３億円、中間純利益は、同２億

円（６．８％）増加の４１億円となりました。

27年3月期

第2四半期

（6ヵ月間）

26年3月期

第2四半期

（6ヵ月間）

修正公表計数

（10/22開示）
前年同期

対比
増減率

公表計数
対比

経常収益 22,207 △ 1,167 △ 4.9% 23,374 － －

経常費用 16,828 △ 290 △ 1.6% 17,118 － －

経常利益 5,379 △ 877 △14.0% 6,256 5,300 79

中間純利益 4,143 264 6.8% 3,879 4,100 43

ⅠⅠ 平成２６年度中間決算の概要【単体】平成２６年度中間決算の概要【単体】

（単位：百万円）減 収 ・ 増 益 決 算

１．業績ハイライト

 不良債権比率は、前年同期対比０．６２ポイント低下し２．２８％となりました。

 「その他有価証券」評価差額は、前年同期対比１１９億円増の５９０億円の評価益となり

ました。

 自己資本比率は、新基準（バーゼルⅢ）で算出しており、１３．５３％となりました。

（２） 経営の健全性確保への取り組み

 中間配当金は、１株当たり３０円といたします。

 年間配当金は、１株当たり６０円を予定しております。

（３） 配当金

 経常利益９０億円、当期純利益６５億円を予想しております。

（４） 平成２６年度の業績予想

（１） 損益の状況

（主な増収要因）

（主な減収要因）

（主な減少要因）
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経常利益は前年同期対比減益、中間純
利益については増益となりました。

経常利益は、コア業務純益が減少したほ
か、有価証券関係損益が減少したことなど
から、前年同期対比8億円減益の53億円と
なりました。中間純利益は、法人税等が減
少したことなどから、同2億円増益の41億円
となりました。

（２） 経常利益・中間純利益

5,975

5 ,2735,546

4,598

5,379

6,256

2,813

3,879
4,143

0

4,000

8,000
百万円 コア業務純益 経常利益 中間純利益

コア業務純益は、役務取引等利益が増加したも
のの、資金利益が利回りの低下により減少したこ
となどから、前年同期対比2億円減少の52億円と
なりました。

（１） コア業務純益

減
益
要
因

減
益
要
因

△ 530

+ 114
+ 55+ 87

コア業務純益の増減要因

前年同期対比△273百万円

コア業務純益の増減要因

前年同期対比△273百万円

（百万円）

増
益
要
因

増
益
要
因

資金利益

役務取引等利益

その他業務利益
（国債等債券損益除く）

経費

２．損益の状況 （単位：百万円）

前年同期
対比

増減率

経常収益 22,207 △ 1,167 △4.9% 23,374

コア業務粗利益 18,763 △ 387 △2.0% 19,150

うち資金利益 16,456 △ 530 △3.1% 16,986

うち役務取引等利益 2,274 87 3.9% 2,187

うちその他業務利益（国債等債券損益を除く） 32 55 239.1% △ 23

経費（△） 13,489 △ 114 △0.8% 13,603

コア業務純益 5,273 △ 273 △4.9% 5,546

国債等債券損益 286 △ 153 △34.8% 439

一般貸倒引当金繰入額(△）　A －                  －                －           －                  

業務純益 5,560 △ 426 △7.1% 5,986

臨時損益 △ 180 △ 449 △166.9% 269

うち不良債権処理額（△）　B 431 210 95.0% 221

うち貸倒引当金戻入益　C 289 △ 282 △49.3% 571

うち株式等関係損益 97 33 51.5% 64

経常利益 5,379 △ 877 △14.0% 6,256

特別損益 198 274 360.5% △ 76

中間純利益 4,143 264 6.8% 3,879

経常費用(△) 16,828 △ 290 △1.6% 17,118

与信費用(△)　A＋B－C 142 492 140.5% △ 350

平成26年3月期
第2四半期
（6ヵ月間）

平成27年3月期
第2四半期
（6ヵ月間）

コア業務純益とは、「経常利益」から「与信費用」「有価証券関係

損益」「臨時損益」を控除したものであり、銀行固有の利益指標で

す。

コア業務純益とは、「経常利益」から「与信費用」「有価証券関係

損益」「臨時損益」を控除したものであり、銀行固有の利益指標で

す。

用語のご説明用語のご説明

26/3期
第2四半期

累計

27/3期
第2四半期

累計

25/3期
第2四半期

累計
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預金等の支払利息は減少したものの、利回りの低下に
より貸出金利息、有価証券利息とも減少したことなどから、
資金利益は前年同期対比5億円減少しました。

与信費用は、債権売却損の増加により不良債権処理額が増加したことや、貸倒引当金戻入
益が減少したことなどから、前年同期対比4億円増加し、1億円となりました。

国債等債券売却益が減少したことを主因として、有価証券関係損益は前年同期対比1億円
減少し3億円となりました。

（４） 与信費用

25年3月期
第2四半期
（6ヵ月間）

26年3月期
第2四半期
（6ヵ月間）

27年3月期
第2四半期
（6ヵ月間）

前年同期
対比

与信費用 326 △ 350 142 492

一般貸倒引当金繰入額 △ 120 － － －

不良債権処理額 446 221 431 210

貸出金償却 0 20 13 △ 7

個別貸倒引当金繰入額 397 － － －

偶発損失引当金繰入額 12 71 85 14

債権売却損 36 130 333 203

貸倒引当金戻入益 （△） － 571 289 △ 282

（単位：百万円）

25年3月期
第2四半期
（6ヵ月間）

26年3月期
第2四半期
（6ヵ月間）

27年3月期
第2四半期
（6ヵ月間）

前年同期
対比

資金利益 17,322 16,986 16,456 △ 530
うち貸出金利息 11,195 10,443 10,129 △ 314
うち有価証券利息 6,737 7,160 7,018 △ 142
うち預金等利息(△) 722 695 679 △ 16

25年3月期
第2四半期
（6ヵ月間）

26年3月期
第2四半期
（6ヵ月間）

27年3月期
第2四半期
（6ヵ月間）

前年同期対比

国債等債券損益 A △ 505 439 286 △ 153
売却益 200 743 305 △ 438
償還益 － － － －
売却損（△） － 43 － △ 43
償還損（△） － 261 18 △ 243
償却（△） 705 － － －

株式等損益 B △ 146 64 97 33
売却益 182 132 188 56
売却損（△） 80 － 0 0
償却（△） 248 67 89 22

有価証券関係損益 A＋B △ 651 503 384 △ 119

（５） 有価証券関係損益

（単位：百万円）

（３） 資金利益

※10年国債利回は、各中間期末の利回

（単位：百万円）

△ 350
142326

0.04%
△0.04%

 0.01%

△ 2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

△ 0.2

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

与信費用（左目盛）

与信費用比率

百万円 ％

 与信費用と与信費用比率の推移

※与信費用比率＝与信費用÷貸出金（平残）

24/9末 25/9末 26/9末

1.33
1.48

1.22

1.06

1.19

1.12

0.04 0.04 0.04

0.6850.770 0.520

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0
％

貸出金利回 有価証券利回

預金等利回 10年国債利回

 利回の推移

24/9末 25/9末 26/9末
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平成26年9月末の貸出金残高は、主に地方公共団体向け貸出が増加したことから、前年同期
対比928億円（5.9％）の増加、貸出金平残は同868億円（5.5％）の増加となりました。

24年9月末 25年9月末 26年9月末 26年3月末前年同期対比
増減額

前年同期対比
増減率

貸出金末残 15,170 15,578 16,506 928 5.9% 16,389

貸出金平残 15,067 15,592 16,460 868 5.5% 15,681

（単位：億円）

8,925 8,891

3,350 3,353

2,894 3,333

9,195

3,470

3,840

0

5,000

10,000

15,000

24/9末 25/9末 26/9末

億円

法人 個人 地方公共団体

9,006 9,028

3,200 3,184

2,860 3,380

9,306

3,295

3,859

0

5,000

10,000

15,000

億円
法人 個人 地方公共団体

 貸出金末残の推移

4,149 4,131
4 ,494

2,998
3 ,166

2,987

0

2,000

4,000

6,000

24/9末 25/9末 26/9末

末残、億円 中小企業向け貸出金
うち岩手県内

3,054

3,2613,241
3 ,383

3,1903,076

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

24/9末 25/9末 26/9末

末残、億円 個人ローン うち住宅ローン

15,57815,170
15,59215,067

地元経済の復旧・復興向け資金の安定的

かつ円滑な供給に努めた結果、中小企業向

け貸出金の9月末残高は、岩手県内向けが前

年同期対比179億円(5.9％)、全体では同363

億円(8.7％)増加しました。

地元経済の復旧・復興向け資金の安定的

かつ円滑な供給に努めた結果、中小企業向

け貸出金の9月末残高は、岩手県内向けが前

年同期対比179億円(5.9％)、全体では同363

億円(8.7％)増加しました。

住宅ローン残高が前年同期対比114億円

（3.7％）増加したことから、総体の個人ローン

残高も前年同期対比122億円（3.7％）増加しま

した。

住宅ローン残高が前年同期対比114億円

（3.7％）増加したことから、総体の個人ローン

残高も前年同期対比122億円（3.7％）増加しま

した。

16,506 16,460

※平残は第2四半期累計（6ヵ月間）の計数

（１） 貸出金

 貸出金平残の推移

①中小企業向け貸出金

②個人ローン

３．主要勘定の状況

25/3期
第2四半期

累計

27/3期
第2四半期

累計

26/3期
第2四半期

累計
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平成26年9月末の預金等残高は、個人預金、法人預金は増加したものの、公金預金が
減少したことから、前年同期対比150億円（0.4％）減少しました。一方、預金等平残は同
62億円（0.1％）の増加となりました。

（単位：億円）

18,585 18,821

4,879 5,006

6,286

19,106

5,350

5,274 5,531

135 159 135

0

10,000

20,000

30,000

24/9末 25/9末 26/9末

億円 個人 一般法人 公金 金融機関

 預金等末残の推移  預金等平残の推移

18,643 18,882

4,708 4,878

5,440
7,261

19,194

5,306

6,588
123

125 121

0

10,000

20,000

30,000

億円 個人 一般法人 公金 金融機関

28,874
30,124

28,916
31,210

30,274
31,148

※平残は第2四半期累計（6ヵ月間）の計数

（２） 預金等（譲渡性預金を含む）

平成26年9月末の有価証券残高は、外国
証券やその他証券、国債等の債券の買入れ
を増加させたことなどから、前年同期対比
503億円（3.8％）の増加となりました。

（単位：億円）

10,217
11,331

968

11,333

441403

252

1,191

797

371

279

610

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

24/9末 25/9末 26/9末

億円
債券 株式 外国証券 その他証券

※平残は第2四半期累計（6ヵ月間）の計数

（３） 有価証券  有価証券末残の推移

13,074

11,547

13,577

24年9月末 25年9月末 26年9月末 26年3月末前年同期対比
増減額

前年同期対比
増減率

預金等末残 28,874 30,274 30,124 △150 △0.4% 32,846

預金等平残 28,916 31,148 31,210 62 0.1% 30,675

25/3期
第2四半期

累計

26/3期
第2四半期

累計

27/3期
第2四半期

累計

24年9月末 25年9月末 26年9月末 26年3月末前年同期対比
増減額

前年同期対比
増減率

有価証券末残 11,547 13,074 13,577 503 3.8% 13,585

有価証券平残 11,257 12,660 13,111 451 3.5% 12,807
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24年9月末 25年9月末 26年9月末 26年3月末
前年同期対比

破産更生債権及び

これらに準ずる債権
168 131 105 △ 26 110

危険債権 257 235 188 △ 47 214

要管理債権 114 88 86 △ 2 82

合 計 541 455 380 △ 75 408

（単位：億円）

 総与信額に対する比率の推移 金融再生法開示債権の推移

88

257
235

168

131

114 86

188

105

0
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700

24/9末 25/9末 26/9末

億円

破産更生債権等

危険債権

要管理債権

380

541

455

金融再生法開示債権については、前年同期対比75億円減少しました。また、不良債権
比率は、不良債権残高の減少に加え、債権額総体の残高が増加したことから、前年同期
対比0.62ポイント低下し2.28％となりました。

なお、当行では部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合の不良債権比率
は2.07％となります。

（１） 金融再生法開示債権の状況

４．経営の健全性について

預り資産の販売額は、保険が前年同期対比32億円増加した一方で、投資信託が同17億
円、公共債が同46億円それぞれ減少したことから、総体では31億円の減少となりました。

962 1,097

805
734

492
612

1,279

564

705

0

1,000

2,000

3,000

24/9末 25/9末 26/9末

億円
保険 公共債 投資信託

 預り資産残高の推移

27年3月期
第2四半期
（6ヵ月間）

前年同期対比
増減額

前年同期対比
増減率

販売合計 253 △ 31 △ 10.9%

投資信託 120 △ 17 △ 12.4%

公共債 23 △ 46 △ 66.6%

保険 109 32 41.5%

 販売額の状況

※保険については有効契約残高を記載しております。

（４） 預り資産

（単位：億円）

2,261

2,548
2,443

2.90
3.54

2.28

2.07

3.24
2.68

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

24/9末 25/9末 26/9末

％

不良債権比率

部分直接償却を実施した場合の不良債権比率

㈱岩手銀行 （8345） 平成27年3月期　第2四半期（中間期）決算短信

- 6 -



「その他有価証券」評価差額は、金利低下およ

び株式相場上昇によって前年同期対比119億円

増の590億円の含み益（うち債券352億円、株式

189億円、投資信託等47億円）となりました。

（２） 「その他有価証券」評価差額の状況  「その他有価証券」評価差額の推移

自己資本比率は平成26年3月期より新基準（バーゼルⅢ）で算出しております。自己資本
比率は13.53％となり、引き続き高い水準を確保しております。

（３） 自己資本比率の状況

310 352
298

14 149
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23

△ 52△ 100

0
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24/9末 25/9末 26/9末

億円

債券 株式 投資信託等

590

272

471

日経平均株価 8,870円 14,455円 16,173円

10年国債利回 0.770% 0.685% 0.520%

有価証券の評価差額とは、有価証券の「簿価」と「時価」

との差額であり、「簿価＜時価」であれば“含み益”、

「簿価＞時価」であれば“含み損”となります。

有価証券の評価差額とは、有価証券の「簿価」と「時価」

との差額であり、「簿価＜時価」であれば“含み益”、

「簿価＞時価」であれば“含み損”となります。

用語のご説明用語のご説明

（単位：億円）

24年9月期 25年9月期

自己資本 A＋B－C 1,487 1,506

基本的項目【TierⅠ】 A 1,323 1,360

その他利益剰余金 1,128 1,161

補完的項目【TierⅡ】 B 166 150

控除項目 C 2 4

リスクアセット 10,698 10,765

自己資本比率 13.90 13.99

うちTierⅠ比率 12.37% 12.64%

（単位：億円）

26年9月末

自己資本 1,553

コア資本に係る基礎項目 1,553

コア資本に係る調整項目 －

リスクアセット 11,476

自己資本比率 13.53%

【ご参考：旧基準（バーゼルⅡ）による開示内容】

【新基準（バーゼルⅢ）による算出】

自己資本比率とは、銀行の健全性を示す指標であり、この比率が高いほど健全性は高いと言えます。当行のような国内

基準行は4％以上を維持する必要があります。

自己資本比率とは、銀行の健全性を示す指標であり、この比率が高いほど健全性は高いと言えます。当行のような国内

基準行は4％以上を維持する必要があります。

用語のご説明用語のご説明
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５．平成２６年度業績予想

平成26年度の業績見通しについては、資金運用収益が減少する見通しであることや、
一定の与信コストを織り込んだことから、経常利益は前年度対比38億円減の90億円、
当期純利益は同11億円減の65億円を予想しております。

（単位：百万円）

【単体】
26年度

通期予想 前年度対比
増減額

コア業務純益 9,700 △ 1,351

経常利益 9,000 △ 3,866

当期純利益 6,500 △ 1,164

【連結】

経常利益 9,000 △ 3,925

当期純利益 6,500 △ 1,220

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日時点において当行が入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の

前提に基づいており、当行としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は今後の経営環

境の変化などの様々な要因により変動する場合があります。
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Ⅱ 平成２６年度中間決算の計数 

１．損益状況  

【単 体】                                                                （単位：百万円） 

 
２６年中間期  ２５年中間期 

前年同期対比 

業 務 粗 利 益 19,049 

18,763 

△  540 

△  387 

19,589 

19,150 (除く国債等債券損益(５勘定尻)) 

 

資 金 利 益 16,456 △  530 16,986 

役 務 取 引 等 利 益 2,274 87 2,187 

そ の 他 業 務 利 益 

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 ) 

318 

286 

△    97 

△   153 

415 

439 

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ） 13,489 △   114 13,603 

 

人 件 費 6,989 △   122 7,111 

物 件 費 5,750     8 5,742 

税 金 750 1 749 

実 質 業 務 純 益 5,560 △   426 5,986 

 除く国債等債券損益(５勘定尻) 5,273 △  273 5,546 

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 － － － 

業 務 純 益 5,560 △   426 5,986 

 除く国債等債券損益(５勘定尻) 5,273 △  273 5,546 

臨 時 損 益 △  180 △  449 269 

 

②  不 良 債 権 処 理 額 431 210 221 

 

貸 出 金 償 却 13   △   7 20 

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 － － － 

偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額 85 14 71 

債 権 売 却 損 333 203 130 

③  貸 倒 引 当 金 戻 入 益 289 △  282 571 

株 式 等 関 係 損 益 97 33 64 

 

 株 式 等 売 却 益 188 56 132 

 株 式 等 売 却 損 0 0 － 

 株 式 等 償 却 89 22 67 

 退 職 給 付 費 用 （ 臨 時 分 ） 365 11 354 

 そ の 他 臨 時 損 益 228 20 208 

経 常 利 益 5,379 △  877 6,256 

特 別 損 益 198 274 △   76 

 固 定 資 産 処 分 損 益 198 274 △   76 

 減 損 損 失 － － － 

税 引 前 中 間 純 利 益 5,578 △  601 6,179 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,331 △  586 1,917 

法 人 税 等 調 整 額 103 △  279 382 

法 人 税 等 合 計 1,435 △  864 2,299 

中 間 純 利 益 4,143 264 3,879 
  

与 信 関 係 費 用 （ ① ＋ ② － ③ ） 142 492 △   350 

（注）金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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【連 結】 

<連結損益計算書ベース>                                                    （単位：百万円） 

 
２６年中間期  ２５年中間期 

前年同期対比 

連 結 粗 利 益 19,055 △  542 19,597 

 

資 金 利 益 16,455 △  530 16,985 

役 務 取 引 等 利 益 2,281 85 2,196 

そ の 他 業 務 利 益 318 △   97 415 

営 業 経 費 13,916 △  173 14,089 

貸 倒 償 却 引 当 費 用 142 492 △  350 

 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 289 △  282 571 

 貸 出 金 償 却 13 △   7 20 

 個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 － － － 

 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 －   － － 

 偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額 85 14 71 

 債 権 売 却 損 333 203 130 

株 式 等 関 係 損 益 97 33 64 

持 分 法 に よ る 投 資 損 益 26 2 24 

そ の 他 287 △   50 337 

経 常 利 益 5,407 △  878 6,285 

特 別 損 益 192 268 △   76 

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益 5,599 △  609 6,208 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,332 △  587 1,919 

法 人 税 等 調 整 額 100 △  282 382 

中 間 純 利 益 4,166 260 3,906 

(注) 連結粗利益＝{資金運用収益－(資金調達費用－金銭の信託運用見合費用)} 

＋(役務取引等収益－役務取引等費用) 

＋(その他業務収益－その他業務費用) 

(参 考)                                 (単位：百万円) 

連 結 業 務 純 益 5,600 △  426 6,026 

(注)連結業務純益＝単体業務純益＋子会社経常利益＋関連会社経常利益×持ち分－内部取引(配当等) 

 

(連結対象会社数)                                                          (単位：社) 

連 結 子 会 社 数 1 － 1 

持 分 法 適 用 会 社 数 3 － 3 
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２．業務純益【単 体】                                                  （単位：百万円） 

 
２６年中間期 ２５年中間期 

 前年同期対比  

（１）実  質  業  務  純  益 5,560 △  426 5,986 

   職員一人当たり（千円） 3,605 △  207 3,812 

（２）業 務 純 益            5,560 △  426 5,986 

   職員一人当たり（千円） 3,605 △  207 3,812 

（注）職員一人当たり計数は、期中平均人員により算出しております。 

 

３．利鞘【単 体】 

  全  店                                  （単位：％） 

 
２６年中間期 ２５年中間期 

 前年同期対比  

（１）資 金 運 用 利 回             1.06 △  0.04 1.10 

 
  貸 出 金 利 回              1.22 △  0.11 1.33 

  有 価 証 券 利 回              1.06 △  0.06 1.12 

（２）資 金 調 達 原 価             0.91 △  0.01 0.92 

   預 金 等 利 回              0.04 0.00 0.04 

（３）預 貸 金 利 鞘             0.32 △  0.10 0.42 

（４）総 資 金 利 鞘             0.15  △  0.03 0.18 

 

国内業務部門                                 （単位：％） 

 
２６年中間期 ２５年中間期 

 前年同期対比  

（１）資 金 運 用 利 回             1.03 △  0.05 1.08 

 
  貸 出 金 利 回              1.22 △  0.11 1.33 

  有 価 証 券 利 回              1.08 △  0.06 1.14 

（２）資 金 調 達 原 価             0.90 △  0.01 0.91 

   預 金 等 利 回              0.04 0.00 0.04 

（３）預 貸 金 利 鞘             0.33 △  0.10 0.43 

（４）総 資 金 利 鞘             0.13 △  0.04 0.17 
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４．有価証券関係【単 体】                                             

（１）有価証券の評価基準 

売買目的有価証券 時価法(評価差額を損益処理) 

満期保有目的の債券 償却原価法 

その他有価証券 時価法(評価差額を全部純資産直入)

子会社株式及び関連会社株式 原価法 

 

（２）評価損益 

                               （単位：百万円） 

 

平成２６年９月末 平成２５年９月末 

評価損益 

 

 

 評価損益 

 

 

 

平成２５年

９月末対比
評価益 評価損 評価益 評価損 

 

 

 

 

満期保有目的 1,948 1,114 1,955 7 834 846 12

 債券 1,834 1,144 1,834 － 690 690 －

 その他 113 △   30 121 7 143 156 12

子会社･関連会社株式 － － － － － － －

その他有価証券 59,029 11,853 60,234 1,204 47,176 48,931 1,755

 株式 18,992 4,012 19,218 226 14,980 15,701 720

 債券 35,259 5,380 35,276 16 29,879 30,054 175

 その他 4,777 2,461 5,739 962 2,316 3,175 859

合    計 60,978 12,968 62,190 1,211 48,010 49,778 1,767

 株式 18,992 4,012 19,218 226 14,980 15,701 720

 債券 37,094 6,525 37,110 16 30,569 30,745 175

 その他 4,891 2,431 5,860 969 2,460 3,331 871

 

（３）有価証券の構成比（平残） 

                                      （単位：％） 

種 類 
２６年中間期  ２５年中間期 

 前年同期対比  

国    債 35.0 △  0.9 35.9 

 地  方  債 20.4 △  1.0 21.4 

 社    債 29.8 △  1.3 31.1 

 株    式 1.9 △  0.1 2.0 

 その他の証券 12.9 3.3 9.6 

  合  計 100.0 － 100.0 
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５．退職給付関連【単 体】 

（１）退職給付債務残高（期首） 

                                                                          （単位：百万円） 

 
２６年中間期 ２５年中間期

 前年同期対比  

退職給付債務残高 

（確定給付企業年金制度：割引率） 

（退職金制度：割引率） 

（Ａ） 

     

 

△ 26,315 

（1.2％）

（0.7％）

△ 1,674 

（△  0.3％） 

（△  0.8％） 

△ 24,641 

（1.5％）

（1.5％）

 年金資産時価総額 （Ｂ） 23,726 1,885 21,841 

 未認識数理計算上の差異 （Ｃ） 2,363 △ 1,258 3,621 

 貸借対照表上の純額 （Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △     225 △ 1,047 822 

  うち前払年金費用  2,262 △   185 2,447 

  うち退職給付引当金  △  2,487 △   863 △  1,624 

（注）当行では、退職給付信託を設定しております。 

 

（２）退職給付費用 

                                                                          （単位：百万円） 

 
２６年中間期 ２５年中間期

 前年同期対比  

退 職 給 付 費 用 (E+F-G+H+I) 595 △   47 642 

 

勤 務 費 用 （Ｅ） 338 13 325 

利 息 費 用 （Ｆ） 136 △   48 184 

期 待 運 用 収 益 （Ｇ） 245 22 223 

過 去 勤 務 債 務 処 理 額 （Ｈ） － － － 

数 理 計 算 上 の 差 異 処 理 額 （Ｉ） 365 11 354 

（注）本中間決算説明資料「１．損益状況」における退職給付費用の計上は、次のとおりであります。 

「勤務費用」＋「利息費用」－「期待運用収益」    → 「人件費」に計上 

「過去勤務債務処理額」＋「数理計算上の差異処理額」 → 「臨時損益」に計上 
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６．自己資本比率（国内基準） 

  自己資本比率は 26 年 3 月期より新基準（バーゼルⅢ）で算出しております。 

 【連 結】                                        （単位：百万円） 

 
２６年９月末 ２６年３月末 

[速報値] ２６年３月末対比  

（１）自己資本比率 13.57 ％ 0.42 ％ 13.15 ％

（２）コア資本に係る基礎項目 155,972 1,682 154,290 

（３）コア資本に係る調整項目 － － － 

（４）自己資本(2)-(3) 155,972 1,682 154,290 

（５）リスクアセット 1,148,986 △  23,833 1,172,819 

 

【単 体】                                        （単位：百万円） 

 
２６年９月末 ２６年３月末 

[速報値] ２６年３月末対比  

（１）自己資本比率 13.53 ％ 0.41 ％ 13.12 ％

（２）コア資本に係る基礎項目 155,362 1,659 153,703 

（３）コア資本に係る調整項目 － － － 

（４）自己資本(2)-(3) 155,362 1,659 153,703 

（５）リスクアセット 1,147,621 △  23,692 1,171,313 

 

（ご参考）バーゼルⅡにおける開示内容 

【連 結】 （単位：百万円） 

 
２５年９月末 ２５年３月末 ２４年９月末

 ２５年３月末対比 ２４年９月末対比   

（１）自己資本比率 14.04％ 0.27％ 0.09％ 13.77％ 13.95％

   うちＴｉｅｒⅠ比率 12.68％ 0.33％ 0.26％ 12.35％ 12.42％

（２）基本的項目（ＴｉｅｒⅠ） 136,639 785 3,711 135,854 132,928

（３）補完的項目（ＴｉｅｒⅡ） 15,003 △ 1,074 △ 1,686 16,077 16,689

    うち一般貸倒引当金等 5,003 △ 1,074 △ 1,686 6,077 6,689

   うち劣後特約付借入金 10,000 － － 10,000 10,000

（４）控除項目 429 10 139 419 290

（５）自己資本(2)+(3)-(4) 151,213 △  298 1,887 151,511 149,326

（６）リスクアセット 1,076,978 △ 23,048 6,731 1,100,026 1,070,247

 【単 体】                                  （単位：百万円） 

 
２５年９月末 ２５年３月末 ２４年９月末

 ２５年３月末対比 ２４年９月末対比   

（１）自己資本比率 13.99％ 0.26％ 0.09％ 13.73％ 13.90％

   うちＴｉｅｒⅠ比率 12.64％ 0.34％ 0.27％ 12.30％ 12.37％

（２）基本的項目（ＴｉｅｒⅠ） 136,081 758 3,684 135,323 132,397

（３）補完的項目（ＴｉｅｒⅡ） 15,003 △ 1,074 △ 1,683 16,077 16,686

    うち一般貸倒引当金等 5,003 △ 1,074 △ 1,683 6,077 6,686

   うち劣後特約付借入金 10,000 － － 10,000 10,000

（４）控除項目 425 9 139 416 286

（５）自己資本(2)+(3)-(4) 150,659 △  325 1,862 150,984 148,797

（６）リスクアセット 1,076,565 △ 23,075 6,703 1,099,640 1,069,862
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７．ＲＯＥ【単 体】                                                                （単位：％） 

 
２６年中間期   ２５年度 ２５年中間期

 ２５年度対比 ２５年中間期対比   

業務純益ベース（一般貸引繰入前） 6.31 △ 0.41 △ 0.82 6.72 7.13 

業務純益ベース 6.31 △ 0.41 △ 0.82 6.72 7.13 

中間（当期）純利益ベース 4.70 0.18 0.08 4.52 4.62 

 (注) 分母の｢純資産平均残高｣は、(期首純資産の部＋期末純資産の部)÷２を使用しております。 

 

８．ＲＯＡ､ＯＨＲ【単 体】                                                           （単位：％） 

 
２６年中間期   ２５年度 ２５年中間期

 ２５年度対比 ２５年中間期対比   

ＲＯＡ(業務純益ベース) 0.33 △ 0.02 △ 0.03 0.35 0.36 

ＲＯＡ(コア業務純益ベース) 0.31 △ 0.03 △ 0.02 0.34 0.33 

ＯＨＲ 71.89 0.98 0.86 70.91 71.03 

(注) ＲＯＡ＝業務純益（コア業務純益）÷総資産平均残高（支払承諾見返を除く） 

 ＯＨＲ＝経費（除く臨時処理分）÷コア業務粗利益 

 

９．預金、貸出金の残高【単 体】                                                   

（１）期末残高                                                                 （単位：百万円） 

 
２６年９月末   ２６年３月末 ２５年９月末 

 ２６年３月末対比 ２５年９月末対比   

預 金 等 3,012,425 △ 272,219 △  15,022 3,284,644 3,027,447

 うち 県  内 2,793,206 △ 270,326 △  16,700 3,063,532 2,809,906

預      金  2,792,614 △ 240,620 △  23,036 3,033,234 2,815,650

 
うち 県  内 2,577,062 △ 238,550 △  24,517 2,815,612 2,601,579

うち 個  人 1,910,656 8,136 28,605 1,902,520 1,882,051

貸  出  金 1,650,616 11,705 92,745 1,638,911 1,557,871

 
うち 県  内 1,068,774 8,570 66,790 1,060,204 1,001,984

うち 個  人 347,088 3,120 11,758 343,968 335,330

(注) 預金等＝預金＋譲渡性預金 
 
（２）平均残高                                                                 （単位：百万円） 

 
２６年中間期   ２５年度 ２５年中間期

 ２５年度対比 ２５年中間期対比   

預 金 等 3,121,099 53,583 6,208 3,067,516 3,114,891

 うち 県  内 2,903,612 51,007 2,814 2,852,605 2,900,798

預      金  2,877,190 46,706 16,402 2,830,484 2,860,788

 
うち 県  内 2,663,477 44,108 12,966 2,619,369 2,650,511

うち 個  人 1,919,450 23,080 31,203 1,896,370 1,888,247

貸  出  金 1,646,098 77,928 86,824 1,568,170 1,559,274

 うち 県  内 1,061,784 49,537 50,757 1,012,247 1,011,027

 (注) 預金等＝預金＋譲渡性預金 
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（３）消費者ローン残高                                                   （単位：百万円） 

 
２６年９月末   ２６年３月末 ２５年９月末 

 ２６年３月末対比 ２５年９月末対比   

消費者ローン残高 338,337 3,520 12,184 334,817 326,153

 
うち住宅ローン残高 319,028 3,105 11,366 315,923 307,662

うちその他ローン残高 19,308 415 817 18,893 18,491

 

（４）中小企業等貸出残高                                                 （単位：百万円） 

 
２６年９月末   ２６年３月末 ２５年９月末 

 ２６年３月末対比 ２５年９月末対比   

中小企業等貸出残高 796,549 △  13,274 48,110 809,823 748,439

 う ち 個 人 向 け 残 高 347,088 3,120 11,758 343,968 335,330

 うち中小企業向け残高 449,461 △ 16,393 36,352 465,854 413,109

中小企業等貸出比率 48.25％ △ 1.16％ 0.21％ 49.41％ 48.04％

 
 (参 考) 

預り資産【単 体】                                                          （単位：百万円） 

 
２６年９月末   ２６年３月末 ２５年９月末 

 ２６年３月末対比 ２５年９月末対比   

投 資 信 託 70,504 6,443 9,277 64,061 61,227

公   共   債 56,439 △  9,765 △ 16,972 66,204 73,411

個人年金保険等 127,941 8,514 18,211 119,427 109,730

合 計 254,884 5,192 10,515 249,692 244,369

(注)個人年金保険等は有効契約残高を記載しております。 

預り資産手数料収入 1,003 137 1,857 866

 
従業員数、店舗数【単 体】                                                  （単位：人、店） 

 
２６年中間期   ２５年度 ２５年中間期

 ２５年度対比 ２５年中間期対比   

従 業 員 数 
期 末 1,527 38 △   28 1,489 1,555 

期 中 平 均 1,542 △   13 △   28 1,555 1,570 

店 舗 数 
期 末 110 － 1 110 109 

期 中 平 均 110 1 1 109 109 
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１０．リスク管理債権の状況 

[未収利息不計上基準] 自己査定結果に基づき破綻懸念先以下は原則として不計上 

【単 体】                                                                   （単位：百万円） 

 
２６年９月末   ２６年３月末 ２５年９月末 

 ２６年３月末対比 ２５年９月末対比   

リ
ス
ク
管
理
債
権 

破 綻 先 債 権 額 1,892 241 319 1,651 1,573

延 滞 債 権 額 27,442 △  3,443 △  7,626 30,885 35,068

３カ月以上延滞債権額 220 129 165 91 55

貸出条件緩和債権額 8,449 297 △   296 8,152 8,745

   合 計 38,004 △ 2,777 △  7,439 40,781 45,443
 

貸出金残高（末残） 1,650,616 11,705 92,745 1,638,911 1,557,871

 

貸
出
金
残
高
比 

破 綻 先 債 権 額 0.11％  0.01％ 0.01％ 0.10％ 0.10％

延 滞 債 権 額 1.66％ △ 0.22％ △ 0.59％ 1.88％ 2.25％

３カ月以上延滞債権額 0.01％  0.01％ 0.01％ 0.00％ 0.00％

貸出条件緩和債権額 0.51％ 0.02％ △ 0.05％ 0.49％ 0.56％

   合 計 2.30％ △ 0.18％ △ 0.61％ 2.48％ 2.91％

 
 (参 考) 

関連会社３社のリスク管理債権の状況                                     （単位：百万円） 

 
債権総額 

Ａ 

リスク管理債権

Ｂ 

債権総額に 

占める割合 

Ｂ／Ａ 

担保・引当金等

による保全額  

Ｃ 
Ｃ／Ｂ 

いわぎんリース・データ株式会社 1,183 48 4.1％ 15 31.3％

株式会社いわぎんディーシーカード 1,751 545 31.1％ 527 96.6％

株式会社いわぎんクレジットサービス 1,498 285 19.0％ 264 92.4％

合 計 4,433 880 19.8％ 806 91.7％

（注）原則として、銀行法施行規則の開示基準に則っております。上記の関連会社３社は持分法適用会社で

あるため、連結財務諸表の注記事項のリスク管理債権には含まれておりません。 

     比率は円単位で算出し、小数点第２位以下を切捨表示しております。 
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１１．貸倒引当金の状況【単体】                                               （単位：百万円） 

 
２６年９月末   ２６年３月末 ２５年９月末 

 ２６年３月末対比 ２５年９月末対比   

貸 倒 引 当 金 8,756 △ 1,047 △ 3,320 9,803 12,076

 

一 般 貸 倒 引 当 金 3,276 △   870 △ 1,527 4,146 4,803

個 別 貸 倒 引 当 金 5,480 △  177 △ 1,793 5,657 7,273

特定海外債権引当勘定 － － － － －

 

１２．金融再生法開示債権の状況【単 体】 

（１）期末残高                                （単位：百万円） 

 
２６年９月末   ２６年３月末 ２５年９月末 

 ２６年３月末対比 ２５年９月末対比   

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 10,524 △    549 △  2,648 11,073 13,172

危 険 債 権 18,835 △   2,651 △  4,749 21,486 23,584

要 管 理 債 権 8,669 425 △    131 8,244 8,800

小 計（Ａ） 38,029 △  2,775 △   7,528 40,804 45,557

正 常 債 権 1,623,618 14,698 101,844 1,608,920 1,521,774

合 計（Ｂ） 1,661,648 11,924 94,317 1,649,724 1,567,331

不良債権比率（Ａ）／（Ｂ） 2.28％ △  0.19％ △ 0.62％ 2.47％ 2.90％

 

（２）保全状況                                                               （単位：百万円） 

 
２６年９月末   ２６年３月末 ２５年９月末 

 ２６年３月末対比 ２５年９月末対比   

金融再生法開示債権 （Ａ） 38,029 △  2,775 △  7,528 40,804 45,557

保 全 額     （Ｂ） 30,746 △  2,061 △  7,313 32,807 38,059

 
担保・保証等   25,120 △  1,851 △  5,305 26,971 30,425

貸倒引当金    5,625 △   210 △  2,009 5,835 7,634

保 全 率   （Ｂ／Ａ） 80.8％ 0.4％ △  2.7％ 80.4％ 83.5％

 

              （単位：百万円） 

 
破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 
危険債権 要管理債権 合計 

金融再生法開示債権 （Ａ） 10,524 18,835 8,669 38,029 

保 全 額     （Ｂ） 10,524 17,007 3,214 30,746 

 
担保・保証等   6,270 15,844 3,005 25,120 

貸倒引当金    4,254 1,162 208 5,625 

保 全 率   （Ｂ／Ａ） 100.0％ 90.2％ 37.0％ 80.8％ 

 
２６年３月末対比 －％ 4.3％ △  2.5％ 0.4％ 

２５年９月末対比 －％ 0.7％ △  5.8％ △  2.7％ 
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(参 考) 

自己査定と金融再生法開示債権及びリスク管理債権の関係【単 体】 

☆償却引当後                                  （単位：億円） 

      自己査定結果（対象：総与信） 金融再生法開示債権  リスク管理債権

自己査定における   分   類 （対象：総与信）  （対象：貸出金）

 債務者区分 非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類 うち貸出金  

  破綻先       破綻先債権 

 18 15 2 － － 破産更生債権 18  18 

    （ 0） （ 13） 及びこれらに    

 実質破綻先   準ずる債権    

 86 47 38 － － 105 86  延滞債権 

    （ 5） （23）   274 

 破綻懸念先     危険債権    

 188 123 46 18 188 188   

    （11）    
        

       ３カ月以上延滞債権

 要管理先   要管理債権 2  2 

 151 17 134 86   貸出条件緩和債権

    84  84 

要       

注      合 計 

意 要管理先以外     380 

先 の要注意先      

 1,602 719 883    

       

       

    正常債権    

    16,236 16,126  

     

  正常先    

 14,568 14,568   

     

     

     

  合 計   18 － 合 計   

 16,616 15,492 1,105 （17） （36） 16,616 16,506  

(注)１．単位未満を切り捨てしております。 

    ２．総与信とは貸出金、支払承諾見返、外国為替、仮払金、未収利息、銀行保証付私募債の合計です。 

    ３．自己査定結果における（ ）内は分類額に対する引当額です。 

㈱岩手銀行 （8345） 平成27年3月期　第2四半期（中間期）決算短信

- 19 -



１３．業種別貸出状況等【単 体】 

（１）業種別貸出金                                                       （単位：百万円） 

 
２６年９月末   ２６年３月末 ２５年９月末 

 ２６年３月末対比 ２５年９月末対比   

全 店 計 1,650,616 11,705 92,745 1,638,911 1,557,871

 製 造 業 213,996 838 △ 5,787 213,158 219,783

 農 業 ・ 林 業 6,461 191 205 6,270 6,256

 漁 業 824 △   201 △   100 1,025 924

 
鉱 業 ・ 採 石 業 ・ 
砂 利 採 取 業 3,325 349 801 2,976 2,524

 建 設 業 45,414 △  5,121 2,608 50,535 42,806

 
電 気 ・ ガ ス ・ 
熱 供 給 ・ 水 道 業 43,374 1,663 2,982 41,711 40,392

 情 報 通 信 業 11,274 2,045 2,831 9,229 8,443

 運輸業・郵便業 24,723 △   243 △ 2,644 24,966 27,367

 卸売業・小売業 169,227 △    855 △  3,008 170,082 172,235

 金融業・保険業 129,842 △ 26,843 9,712 156,685 120,130

 不動産業・物品賃貸業 154,672 7,381 10,366 147,291 144,306

 各種サービス業 115,122 △  4,771 11,852 119,893 103,270

 地 方 公 共 団 体 384,017 33,650 50,669 350,367 333,348

 そ の 他 348,338 3,620 12,258 344,718 336,080

 

（２）業種別リスク管理債権                                                （単位：百万円） 

 
２６年９月末   ２６年３月末 ２５年９月末 

 ２６年３月末対比 ２５年９月末対比   

全 店 計 38,004 △  2,777 △  7,439 40,781 45,443

 製 造 業 5,414 △    577 △  2,701 5,991 8,115

 農 業 ・ 林 業 72 △   14 13 86 59

 漁 業 53 △    63 △   121 116 174

 
鉱 業 ・ 採 石 業 ・ 
砂 利 採 取 業 39 5 △       5 34 44

 建 設 業 2,100 △   155 △    403 2,255 2,503

 
電 気 ・ ガ ス ・ 
熱 供 給 ・ 水 道 業 － － － － －

 情 報 通 信 業 435 △   21 △   57 456 492

 運輸業・郵便業 1,833 △   17 △   18 1,850 1,851

 卸売業・小売業 8,838 △   649 △  1,385 9,487 10,223

 金融業・保険業 799 232 686 567 113

 不動産業・物品賃貸業 3,630 △    308 △    298 3,938 3,928

 各種サービス業 8,316 △   631 △  2,005 8,947 10,321

 地 方 公 共 団 体 － － － － －

 そ の 他 6,470 △   579 △  1,144 7,049 7,614
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